
ll.言語 十伝承

ll-1 口頭伝承､歌と踊リ

オンネチセ onnecise(大きな家)のフチは､サコロベsakorpeやユーカラyukarができた｡

サコロベなどをやることもヤイラブyayrapと言う｡(釧路11-3-9参照)

[屈斜路 日用キヨ氏]

ll-1-4 楽器演奏

ムツクリ (釧路8-8参照)を演奏することを､ムククリ レツテ mukkuriretteという｡

エタクネプカ ヤイラブetaknepkayayrapは､｢早く何かムツクリでも歌でもやれ｣という

こと (後に ｢早く何かしゃべろ｣という意味だ､という)(釧路11-3-9参照)

若い頃､秋とか春のカムイノミの時､皆が策まったときに､その中から3人なり4人なり上

手な人を選んで演奏させる｡歌に合わせたり､手拍子に合わせたりしてムツクリで伴奏した｡

自分は､身体が丈夫になった16､7歳の頃からムツクリを始めたが､普通は10-12歳の頃か

ら始める｡父がムツクリを作ってくれてやってみなさいと言われた｡他の3人の兄弟の姉､見､

妹もみなムツクリをやる｡

父､母､叔父 (福松)のムツクリの演奏を伝承して今でもその真似ができる (演奏の録音あ

り)｡父は秋辺姓で (後にイガ リモスケという)､母も秋辺姓だ｡徹辺フヨほおばにあたる｡ム

ツクリの演奏は誰から特別に習うということはなかった｡ムツクリをや りたいと思った子供が

父に頼んでムツクリを作ってもらう｡家で父と母の前で父と母の曲を弾くと父や母がそこが違

うとか教えてくれた｡母親の曲を先に習った｡それから父から父の曲を教わった｡

母の弟で自分のおじの秋辺福松は､早くに亡くなった人だが､ムツクリの演奏が上手だった

のでその真似をした｡おじの曲は母親の曲に似ているが､曲はそれぞれ演奏者によって少しず

つ違う｡夜に一人でムツクリの練習をした｡

ムツクリは､息を吸ったり吐いたりしていろいろな音を出すので歌よりも楽だと思う｡ ム

ツクリの演奏で音が出ないことをハウェウェン hawewenという｡ムツクリの下手な人を歌の

評価と同じようにハウェウェンぺhawewenpe､上手な人をハウェピリカ hawepirka～ハウピ

リカ hawpirkaという｡ムツクリの演奏が上手なことをムククリ レツテ ピリカ レツテ

mlユkkurirettepirkaretteという｡

若い頃､阿寒でムツクリを演奏していたとき金田一哀助さんが来て自分の演奏を聞いた｡

｢日用さんは､70種類の音が出せるね｣と金田一さんに言われたことがある｡
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[屈斜路 日用キヨ氏]

ムツク リには､クマの鳴き声､烏の鳴き声､雨垂れの音､ウポポの嚇 しの様子などがある｡

トリの鳴き声はビョー ビョー烏という烏の声だ｡エ トロムツクリetormukkuriという鼻いび

きの音真似もある｡(写真図版6-8参照)(演奏の録音あり)｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

ll-3 言語資料

ll-3-2 色彩名称

赤 フレプhurep

育 (分からない)

黒 クンネプkunnep

白 レタラretar

[屈斜路 日用キヨ氏]

1113-5 時に関する表現

｢(この飴)甘い｣は､ケラ ビリカ k6rapirkaという｡｢おいしい｣ということだ｡｢まずい｣

は､ケラ ウェン k占rawenという｡｢しょっぱい｣というのは分からない｡ケラ カ ウワササム

k占rakauwassam といえば､｢塩気がなくてまずい｣ということだ｡

匂いは フラツhuratという｡ボン フラ ponhuraはかすかな匂い､オンネ フラ onnehura

はきつい匂いのことだ｡ウェンぺ フラ wenpehura～ ウェンぺ フラツWenpehurat～ ウェ

ンぺ フラブWenpehurapは､悪い匂いのことだ｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

ll-3-8 挨拶の表現

｢元気でいますか｣と尋ねるとき､ラマク ルクケプramakrukkep～ ラマク ルクケプぺ

ramakrukkeppeという｡｢気持ちを大きくしてますか｣という意味だ｡

[屈斜路 日用キヨ氏]

ll-3-9 その他の言語表現

ヤイラブyayrap ｢物を言う､おしゃべ りする｣｡ピリカ ヤイラブpirkayayrap ｢上手に

話す｣､ピリカ イタクpirkaitak ｢やさしいことばを言う｣､ウェン チャロ コロ ｢窓口言

う｣｡
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[屈斜路 日用キヨ氏]

[屈斜路 日用キヨ氏]

ルルrurおつゆ

レラr6ra風

ll-4 アイヌ語の習得

近所には､私らアウンクリauntari (アイヌ)よりもシサムsisam のほうが多かった｡学

校も和人の子と同じだった｡家の中でもアウンタリの言葉ではなく､和人の言葉だった｡

[屈斜路 日用キヨ氏]
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